






学校管理下における心臓性急死という面から、川崎病による冠動脈病変を考えると、 

1.発症早期には、連続する巨大な動脈瘤が存在し、大量の血栓形成がいつ起っても不思議

でない状況である。また、このような際には、心筋レベルでも広範な障害が存在すると類

推される。 

2.発症後遠隔期には、上述したような拡大性の冠動脈病変が狭窄性化、さらに閉塞してゆ

くときに、その末梢への側副血行が十分についてゆかないときがあげられる。 

3.さらに、これら狭窄性冠動脈病変をもつ患児が自・他覚症状のないまま年月を重ね、成

長期をすぎて肉体的に老人性変化が始まるときにも危険と考えられる。 

演者らは 10歳 10 ヵ月に発症し、上記のコースを典型的にとったと考えられる患児の症例

呈示をした。 


